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図嵯峨

デ
ュ
l
ク・
エ
イ
セ
ス
が
「
京
都
嵐

山

大
覚
寺

恋
に
疲
れ
た

女
か
ひ

と
り」
と
歌
っ
た
の
は、
昭
和
却
（
1

9
6
5）
年。
こ
う
し
た
嵐
山
や
嵯
峨

の
女

性的
な
イ
メ
ー
ジ
は、
実
は
新
し

い。

宮様、
京
都
に
お
い
て
女

性観光

客数が
男
性
を
上
回
る
の
は、
1
9
7

0

年代
で
あ
る。

こ
こ
で

奈良女
子
大
学
に
膨
大
に
残

さ
れ
た
記
録
か
ら、
大
正
8
（
1
9
1

9）
年
の
嵯
峨
へ
の

修学旅
行
記
を
紹

介
し
て、
創
り
だ
さ
れ
た
ば
か
り
の
古

典
の
世
界
に
触
れ
た
女
学
生
の
体
験
を

考
え
た
い。

戦前
の

高等教育機関
で

あ
っ
た

奈良女

子高等師範学
校
の
文

科
3

年生
幻
名
は、
同
年
目
月
お
日、

奈良
を
出
発
し、
宇
治
や
比
叡
山
を
め

ぐ
り、
同
月
お
日、
嵐
山・
嵯
峨

薪旅

高木博志

し
た。渡

月
橋
か
治

雲母寸
を

持、
南
朝

の
小
楠
公
（
楠
正
行）
の
菩
提
を
弔
う

軍院
に
入
っ
た。

重
院
は、
京
都

府
知
事
北
垣
国
道、

実業家
の
川
崎
芳

太
郎、
画
家
の
富
岡
鉄
斎
ら
の
運
動
に

よ
っ
て、
大
正
5
（
1
9
1
6）
年
に

再
興
さ
れ
た
ば
か
り
で
あ
っ
た。
続
い

て
紅

濃の
美
し
い
藤
原
定
家
の
別
荘

跡、
厭
離
庵
を
訪
ね
る。
こ
の
厭
離
庵

も
明
治
的制
（
1
9
1
0）
年
に
復
元
さ

れ
た
古
典
の
世
界
で、
再
建
に
尽
力
し

た
幕
臣・
山

岡一鉄舟
の
娘
が
庵
主
と
な

っ
た。

一
行
は、

竹薮
の
閣
の
坂
道
を
通
っ

て
祇
王
寺
へ
と
向
か
う。
か
な
め
垣
を

過ぎ、
萩
の
庭
を
踏
ん
で、

縁側
か
ら

平家物語の世界を感じさせる祇王寺。明

治期に再興され、嵯峨のイメ ー ジ創出に

一役買った保都市右京区）

＝撮影・船越正宏

祇
王
の
歌
碑

御
前
も
こ
う
し
て
訪
れ
た
の
で
は
な
か

ろ
う
か」
と
の
感
想
を
も
ら
し
た。
平

清
盛
に
疎
ま
れ
た
白
拍
子
の
祇
王・
祇

女
や

仏御
前
ら
の

木像
を
拝
し、
古
石

塔
脇
の
「
萌
え
向つ
る
も
枯
る
る
も
同

じ
野
辺
の
草、
い
づ
れ
か
秋
に
あ
は
で

は
つ
べ
き」
と
の
祇
王
の
歌
に、
思
い

案内
を
讃っ
と、
老
尼
が
で
で
き
て、

「
ど
う
ぞ、
お
入
り」
と
い
う。
女
学

生
は、
お
も
わ
ず『

平家物語』
の
「
仏

社
寺
再
興
で
古
典
の
世
界
視
覚
化

ゃ
っ
た。

鴨
東
で
平

安神宮が
創
建
さ
れ
た
平

安遷都
千
百
年

記念
祭
の
明
治
お
（
1

8
9
5）
年
に、
嵯
峨
の
有
力
者
や
大

覚
寺

門跡ら
に
よ
り、
北
垣
国
道
の
別

荘
を

本堂
と
す
る
祇
王
寺
再
興
が
企
て

ら
れ
た。
京
都
日
出
新
聞
記
者・
金
子

静枝
や
鉄
斎
も
助
力
し、
明
治
お
年
に

入
仏
式
と
し
て
実
現
し
た。
明
治
釘
年

に
は
鉄
斎
が
南
朝
忠
臣
の
新

回一義
員
公

首塚碑
を
建
て
て
い
る。
し
か
し、
奈

良
女
高
師
の
学
生
に
と
っ
て
は、
も
は

や
古
代・
中
世
か
ら

連綿
と
続
く
古
典

の
世
界
で
あ
っ
た。

嵯
峨
の『

平家物
置
や
『
太
平
記』

の
世
界
が、
社
寺・
名
所
の
復
興
と
い

う
形
で

近代
に

視覚化
さ
れ
た。
そ
の

背景
に
は、

女性性
に
つ
な
が
る
貴
族

文
化
や
南
朝
を
重
ん
じ
る

道徳
が、
日

本
の
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
支
え
る
も
の

と
し
て
近

現代
に
称
揚
さ
れ
た
こ
と
が

あ
る
の
で
は
な
い
か。

（
京
都
大

人文科学
研
究
所
所
長）

H
次
回
は
刊
月
I
日
に
掲
載
し
ま
す


